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 １1 月定例教育委員会会議録 

開催 年月日 令和４年１１月２１日（月） 

開 催 日 時 午後３時００分 

開 催 場 所 別館３階大会議室 

出 席 委 員 

教 育 長  三笘 眞治郎 

委   員  諌本  憲司 

委   員  荒川 富士子 

委   員  梶原 眞由美 

職務代理者  木下  靖郎 

委   員  古田 嘉寿美 

委   員  佐々木 美徳 

 

出 席 参 与 

教 育 次 長 中山 敏章 

社 会 教 育 課 長 園田恭一郎 

淡 窓 図 書 館 長 穴井 健生 

咸宜園教育研究センター長 梶原 健市 

兼 世界遺産推進室長 

人権・部落差別解消教育課長 伊東 和史 

教 育 総 務 課 長 瀬口 英隆 

学 校 教 育 課 長 西胤 英明 

文化財保護課長 吉田 博嗣 

博 物 館 長 行時 志郎 

スポーツ振興課長 梶原 秀一 

学 校 給 食 課 長 本川  明 

書 記 教育総務課 総務企画係 主幹（総括） 渡辺 寛幸 

附 議 議 案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議案第55号  令和４年度日田市一般会計補正予算教育費について 

議案第54号  教育に関する事務の管理及び執行の状況について 

の点検及び評価報告書について 

協議事項１  教育長職務代理者の指名について 

協議事項２  日田市民生委員推薦会委員の推薦について 

報告第25号  令和４年10月期寄附採納について 
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教 育 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教 育 総 務 課 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ただいまから１１月定例教育委員会を開催いたします。 

まず、１０月定例教育委員会の議事録について変更はございま

せんでしょうか。（「はい」と呼ぶ者あり） 

御了解いただけましたら、会議終了後に御署名をお願いいたし

ます。 

続きまして教育長の一般報告につきましては、御手元に配付し

ております資料により報告とさせていただきます。 

それでは早速議事に入りたいと思います。議案第５５号につい

て説明をお願いします。 

 

議案集の１ページをお願いいたします。 

議案第５５号 令和４年度日田市一般会計補正予算教育費につ

いてでございます。別冊１の資料により御説明をいたします。 

今回の補正は、教育費予算の総額３９億５,７２８万５,０００

円に１億１,１６３万５,０００円を追加し、補正後の総額を４０

億６,８９２万円とするものでございます。 

各事業の補正予算の概要につきましては、各担当課から説明を

させていただきます。 

初めに教育総務課でございます。別冊１の１ページをお願いい

たします。 

№１ 小学校管理運営費でございます。本事業は、小学校施設

の維持に必要な修繕料、各種点検委託料、光熱水費、電話料、水

質検査手数料などの小学校の管理運営に関する費用でございま

す。 

今回の補正予算では、夏季の気温上昇及び新型コロナウイルス

感染症対策として、窓をあけて換気しながらエアコンを使用した

ことなどにより、電気使用量が増加したこと、また、電気料金の

燃料費等調整額の高騰などにより、光熱水費について１,５９７

万５,０００円の増額補正をお願いするものでございます。財源

につきましては、全て一般財源でございます。 

次に、№２ 中学校管理運営費でございます。本事業は中学校

の管理運営に関する費用でございます。 

今回の補正予算では、小学校管理運営費と同様の理由で光熱水

費について、１,３１３万６,０００円の増額補正をお願いするも

のでございます。財源につきましては、小学校管理運営費と同様

に全て一般財源でございます。 

２ページをお願いいたします。№３ 中学校施設整備推進事業

でございます。本事業は、学校生活における生徒の安全安心で充

実した教育環境の確保のため、長寿命化を基本とした計画的な大
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学 校 教 育 課 長 

 

規模改修など、施設の計画的な整備に関する費用でございます。 

今回の補正予算では、令和４年８月から９月の大雨や台風の影

響により、戸山中学校管理教室棟の３階天井部分におきまして雨

漏りが発生したため、現況調査を実施したところ、管理教室及び

特別教室棟の屋根部分の劣化が著しいことが判明しましたことか

ら、屋根の改修にかかる費用について、２,２３３万円の増額補

正をお願いするものでございます。財源につきましては、過疎対

策事業債２,１２０万円を充当しまして、残りの１１３万円が一

般財源でございます。 

３ページを御覧ください。戸山中学校校舎の３階平面図と雨漏

り箇所の写真を添付しております。部分的には補修するなど対応

してきたところであり、大雨の前は雨漏りについて確認ができま

せんでしたが、短時間に激しい雨が降ったことから、平面図に赤

く示した複数の箇所で天井部分の雨漏りが発生しております。 

２ページに戻りまして、今後の事業スケジュールとしまして、

被害の拡大を防ぐためには梅雨時期前までに改修工事を終えるこ

とが望ましいことから、令和５年度に計画していた屋根の改修工

事を前倒しするもので、屋根の改修工事に係る工期として、４か

月程度の期間が必要なこと、契約準備期間を含め工事完了が令和

５年５月末になることを見込んでおりますことから、翌年度へ繰

越しを予定しております。 

次に、別冊１－２の資料のうち、１ページをお願いいたしま

す。№２１ 特別職人件費でございます。 

令和４年４月１日施行の日田市特別職の職員の給与等に関する

条例の一部改正によります令和４年６月期末手当の減額及び令和

４年人事院勧告に基づく特別職給与の改定に伴い、期末手当及び

共済費について１８万９,０００円の減額補正をお願いするもの

でございます。 

次に、№２２ 事務局費職員人件費でございます。本事業は、

教育総務課及び学校教育課の職員の人件費でございます。 

令和４年４月１日施行の日田市一般職員の給与に関する条例等

の一部改正によります令和４年６月期末手当の減額及び令和４年

人事院勧告を踏まえた職員給与の改定、並びに人事異動による新

陳代謝などにより、給料、職員手当、共済費について、合計４１

８万円の減額補正をお願いするものでございます。私からは以上

でございます。 

 

別冊１の４ページをお願いします。№４ 特別支援教育活動サ

ポート事業です。 



 4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年１０月１日から実施された社会保険適用拡大により、

これまで社会保険の非該当であった特別支援教育サポート事業の

補助職員が加入要件に該当することとなったため、共済費の増額

について補正要求するものでございます。 

なお、№５ 問題を抱える子ども等の自立支援事業における心

の相談員、№６ スクール・サポート・スタッフ配置事業のス

クール・サポート・スタッフにつきましても補正理由が同様でご

ざいますので、一括して説明をいたします。 

６ページをお願いします。令和４年１０月からの社会保険適用

拡大につきましては、制度改正の目的と改正の内容にありますよ

うに、より多くの人がより長く、多様な形で働く社会へと変化す

る中で、長期化する高齢期の経済基盤の充実を図るため、短時間

労働者に対する被用者保険の適用拡大を行うものでございます。 

具体的にはその下の短時間労働者の加入要件を御覧ください。

９月３０日までは記載のとおり①から⑤の要件を満たす方が適用

範囲内でございました。それが右側にある１０月１日からです

が、左側の③にある「継続して１年以上の雇用が見込まれる」と

いう規定が外れました。 

学校教育課所属の特別支援教育活動サポート事業の補助職員、

それから心の相談員、スクール・サポート・スタッフについて

は、１学期の始業式から３学期の終業式までであったため、１年

未満であり、これまでは③１年以上の雇用見込みを満たさないこ

とから社会保険の加入対象外でございましたが、今回の法改正に

より、原則、社会保険の加入要件に該当することとなりました。

そこで、社会保険の加入に係る共済費を増額補正するものでござ

います。 

補正額につきましては、№４が２２１万４,０００円、№５が

４９万９,０００円、№６が２０万８,０００円の増額要求でござ

います。 

続いて７ページをお願いします。№７ 小学校管理運営費でご

ざいます。学校予算をより有効に執行するため、予算の範囲内に

おける費目間の組替を行うことについて、補正要求するもので

す。 

具体的な項目については、増額や減額がございますが、補正内

訳のとおり、予算全体の増減はございません。 

続いて№８ 複式学級解消教員の市費配置事業でございます。 

当初は４校５名の配置予定でございましたが、児童数の減によ

り東渓小学校にも１名配置する必要が生じたため、令和４年４月

から５校６名で、１名の増員配置を行いました。 
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社 会 教 育 課 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、前年度から職員５名を継続雇用する予定でございました

が、４名の入替りがありましたため、給料や手当、活動経費等の

必要な経費について増額補正を要求するものでございます。 

財源についてはすべて一般財源で、５７９万５,０００円の増

額補正としております。 

８ページをお願いします。№９ 小学校総合的学習の時間推進

事業についてでございます。新型コロナウイルス感染症の影響に

より、いろいろな活動が変更したため、予算の範囲内における費

目間の組替を行うものです。 

講師の活動が減ったことで謝礼が減額したり、逆に校内での活

動が増えたため、制作物が増え、消耗品費や印刷製本費が増えた

りすることがあります。これも費目ごとの増減はありますが、予

算全体の増減はございません。 

なお、№１０ 中学校管理運営費、№１１ 中学校総合的学習の

時間推進事業につきましては、小学校と同様の内容、補正理由で

ございます。以上でございます。 

 

９ページ、№１２ 市民文化会館管理運営事業でございます。

日田市民文化会館パトリアは、建築から１５年が経過しており、

駐車場におきまして経年劣化が顕著となりましたことから、第１

駐車場におきましては舗装補修工事、第２駐車場においては見え

にくくなった区画線を整備するものでございます。 

工事内容につきましては、１,７１０㎡ございます第１駐車場

に半たわみ性舗装というものを施し、第２駐車場につきまして

は、区画線の整備を行い、あわせて３,３７０万円の工事費を見

込んでいるところでございます。 

事業スケジュールを御覧ください。入札は補正予算案の議決後

の１月としまして、予定工期を２月から８月としておりますが、

これは標準工期であり、補正概要に書いております施工時期とは

少し違っております。 

施工時期につきましては、現在発注中の舞台機構関係の補修が

２月下旬から年度末まで、さらに、スタッフが機械の扱い等に慣

れる習熟期間として４月の半ばまでかかる予定となっており、こ

の期間中の竣工を予定しているものでございます。工事管理を行

う都市整備課にも工期的に問題ないことを確認しております。 

また、工期につきましては、貸館等の影響を最小限に抑えるよ

う、利用者の減る当該補修期間等を利用するもので、年度末の工

事が集中する状況なども考慮し、令和５年度までの繰越しを予定

しております。 
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次のページに第１駐車場の舗装工事範囲を、その次のページに

第２駐車場の路面標示の整備内容をお示ししております。 

パトリアの第１駐車場は現在、透水性舗装が施されております

が、このところ劣化の進行が激しく、路面には小さな石ころの散

乱が増えてまいりました。景観や歩行者の通行の安全性を考慮い

たしまして、今回、舗装のやり直しを行おうとするものでござい

ます。 

第２駐車場につきましては、路面に標示されております区画な

どが見えにくい状況となっておりますので、今回あわせて整備を

行うものでございます。 

続きまして１２ページ、№１３ 複合文化施設管理費でござい

ます。日田市複合文化施設アオーゼにつきましては、これまで繰

り返し新型コロナウイルス感染症のワクチン集団接種会場となり

まして、来場する市民が増えたこと、また、単価の高騰等により

電気料が不足する見込みでありますことから、補正前の７９９万

２,０００円に対しまして、４３７万２,０００円の増額補正をお

願いし、補正後予算１,２３６万４,０００円とするものでござい

ます。 

次に№１４ 大山文化センター管理費でございます。昨年度か

らの第２期工事を終えまして、本年７月１日にリニューアルオー

プンいたしました大山文化センターでございますが、追加で修繕

が必要になった箇所がありましたので、既に流用により対応した

ものもございますが、必要とされる箇所の修繕料について増額補

正を行うものでございます。 

１３ページに位置図をお示ししております。上側の建物が大山

文化センター、右側の縦の建物が大山公民館で、両施設は一体的

になっております。センター側の玄関付近にポーチスロープ修繕

工事と記載しています箇所につきましては、次のページの右側に

施工前、施工後と比べると分かると思いますけれども、この縁石

に手すりが立っておりませんでした。 

車椅子を利用する当事者の方からの要望もありまして、ここに

手すりを新設し、また、建物側に手すりがありますが、これも前

後比較してもらうと分かると思いますが、元々は建物から離れた

位置に設置していたものを建物にくっつけて設置し直すことによ

り、スロープの広さを確保したものでございます。 

大分県の福祉のまちづくり条例で、身障者用の設備についての

基準が定められており、施行前も基準を満たしてはいましたけれ

ども、当事者からより安全な施設整備が必要というご意見を受

け、今回改修を行ったものでございます。 
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左側の写真は、ホール入口のドアの表面です。合成皮革の仕上

げとなっておりますが、経年劣化で破損しておりましたことか

ら、今回修理を行ったものでございます。 

次に１５ページです。左側は休憩室、出演者等の控室になりま

すが、窓にカーテン・ブラインド等が設置されていなかったた

め、今回ブラインドを設置しております。 

右側は、ホール舞台下の壁面でございます。ここは空調の吸気

口が設置されているところでございますけれども、大規模改修で

空調設備の性能が向上したことから、特に暖房運転時には大きな

音がすることが判明いたしました。そこで、吸気口を防ぐパネル

の取り替えを行ったものでございます。 

１３ページに戻っていただいて、大山公民館の下に丸で囲んだ

箇所がありますが、これは、公民館側の障がい者用の駐車スペー

スを改良しようとするものでございます。 

施工に関する図面については、１６ページにお示ししておりま

す。まず、現況でございますが、昨年度の２期工事におきまし

て、身障者用駐車スペースの整備を行っておりましたが、設計、

施工、工事管理の全ての段階で確認漏れが生じ、カーポートの設

置について、写真にございますとおり、基準である幅員３.５ｍ

の内側に柱が立つ状況になりました。 

この施設は、センター・公民館が一体となっておりますので、

センターの入口には身障者用の駐車スペースがあり、数的には充

足していることから、この身障者用の駐車場は基準以上の整備を

施したものではあります。 

しかし、身障者用の駐車場を増設しているにもかかわらず、現

状では使いにくい状況になっておりますことから、早急に年度内

に改善をしたいと考えております。 

この件に関しましては、障がいのある当事者だけでなく、別府

市で公共施設等のバリアフリー化のためにアドバイスを行ってい

る「自立支援センターおおいた」という組織の方々に改善のため

の要望とアドバイス等をいただいたところでございます。 

アドバイスの内容でございますが、今のカーポートは身障者用

とはならないので改善が必要である、できれば、駐車場はスロー

プに近い位置に設置したほうがよいのではないかというものでご

ざいました。 

それを受け、検討した結果、スロープ付近に路面標示による駐

車場を確保し、元のカーポートについては、建屋を様々な用途に

使えるよう路面の身障者マークを消すことといたしました。 

このように当事者等の意見をいただきながら、社会的障壁を取
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スポーツ振興課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

り除くための措置を行おうと考えております。 

１２ページの概要に戻っていただいて、今回、既に流用によっ

て対応済みのものも含めまして、現予算３０万円に対しまして、

１０６万９,０００円の増額補正をお願いするものでございま

す。 

続きまして、別冊１－２でございます。№２３ 社会教育総務

費職員人件費でございます。先ほどの説明にもございましたが、

給与条例の一部改正や期末手当の減額、人勧に基づく給与の改定

のほか、大山文化センターの組織の新設や人事異動に伴いまし

て、給料、手当の増額と共済費の減額が生じましたので、今回補

正をお願いするものでございます。 

人事異動分の影響につきましては、社会教育総務費が負担して

おりますのは、社会教育課を初め、御覧のとおりの部署でござい

まして、当初予算の３８名から４０名と２名の増員となっており

ます。 

補正額につきましては、給料が６９３万６,０００円、職員手

当等が６７万７,０００円の増額、共済費が２１万７,０００円の

減額で、合計で７３９万６,０００円の増額補正をお願いするも

のでございます。以上でございます。 

 

別冊１の１７ページをお願いいたします。 

私からは１０款５項１目の保健体育総務費のうち、スポーツ激

励金等交付事業、１０款５項２目の体育施設費のうち、陸上競技

場第２種公認更新事業及び職員人件費の補正について御説明いた

します。 

まず１７ページ上段のスポーツ激励金等交付事業についてでご

ざいます。本事業は県大会・九州大会・全国大会・国際大会に出

場します市民に激励金の交付を行いまして、各スポーツ団体の競

技力の向上と競技振興を図る事業でございまして、補正前の予算

額３５０万円を補正後の５５０万円へ、２００万円を増額補正す

るものでございます。 

補正理由といたしましては、新型コロナウイルス感染症拡大に

より、令和元年度後半から３年度のスポーツ大会が中止となり、

激励金の支出が減少しておりましたが、令和４年度は感染対策を

徹底した上で開催する大会が増えたことにより、交付対象者が増

加したことから、増額補正をお願いするものでございます。 

次に資料の下段ですが、陸上競技場第２種公認更新事業でござ

います。本事業は日本陸上競技連盟の第２種公認施設として認定

を受けております陸上競技場が、令和４年度に更新審査を迎える
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ことから、引き続き公認を継続していくために基準に適合してい

ない施設の改修及び備品の購入を行う事業でございまして、補正

前予算額４,９９８万２,０００円を補正後５,３５９万７,０００

円と３６１万５,０００円を増額するものでございます。 

補正理由といたしましては、資料に示しておりますが、芝のか

さ下げ工事他改修工事について、内縁縁石補修工など近年の単価

上昇により全体工事費が予算額を超えたため、増額補正をするも

のでございます。 

財源の内訳としましては、過疎対策事業債３４０万円、残りの

２１万５,０００円が一般財源となっております。 

最後に職員人件費の補正について御説明いたします。別冊１－

２の２ページ下段をお願いいたします。保健体育総務費職員人件

費ですが、スポーツ振興課５名分の人件費でございまして、補正

前予算額３,７８０万３,０００円を補正後３,６９０万７,０００

円と８９万６,０００円の減額補正をするものでございます。 

補正理由といたしましては、他の課と同様、令和４年６月期の

期末手当の減額、令和４年の人事院勧告に基づく給与改定、人事

異動により減額補正をお願いするものでございます。内訳につき

ましては御覧のとおりでございます。私からは以上です。 

 

資料１８ページをお願いいたします。№１７ 学校給食セン

ター管理費でございます。本事業につきましては、学校給食セン

ターの維持管理に関する経費でございます。 

学校給食センターの燃料費、電気代について、単価上昇等によ

り燃料費１３８万４,０００円、光熱水費１５６万５,０００円、

合計２９４万９,０００円を増額するものでございます。財源に

つきましては、全て一般財源でございます。 

続きまして、№１８ 学校給食調理場管理費でございます。本

事業につきましては、天瀬、大山、前津江、津江の４つの共同調

理場の維持管理に関する経費でございます。 

学校給食センター同様、燃料費、電気代の単価上昇等により、

燃料費２８万８,０００円、光熱水費１１５万円の増額補正を要

求するものでございます。 

また、夏休みに実施しました定期点検の結果、修繕料に不足額

が生じるため、修繕料１００万円の増額補正をあわせて要求する

もので、合計では２４３万８,０００円の増額となるものです。 

修繕の詳細につきましては、資料１９ページに添付させていた

だいております。財源につきましては、全て一般財源でございま

す。 
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続きまして、２０ページをお願いいたします。学校給食調理場

設備整備事業でございます。本事業につきましては、本年度に大

山共同調理場の調理機能を前津江共同調理場に移管するため、備

品や消耗品等の整備を実施するものでございます。 

当初、大山小中学校で使用する食缶類のみを更新する予定とし

ておりましたが、前津江小中学校の食缶類につきましても老朽化

しており、同一規格に更新することで作業効率の向上が見込まれ

ることから、食缶類の更新のために消耗品の増額補正を要求する

ものでございます。消耗品費１３６万６,０００円の増額でござ

います。詳細な内訳につきましては、２１ページに掲載しており

ます。財源につきましては、全て一般財源でございます。 

続きまして№２０ 学校給食センター設備整備事業でございま

す。給食センターにつきましても４共同調理場と同様に保守点検

や安全点検を実施しております。 

夏休みに実施した保守点検と１０月の安全点検の結果、厨房機

器や施設設備に不具合等の報告があったことから、修繕料に不足

額が生じますため、今回、増額補正を要求するものでございま

す。修繕料３００万円の増額になります。修繕内容につきまして

は、２３ページに掲載させていただいております。 

続きまして、別冊１－２の３ページをお願いいたします。 

№２５ 学校給食課の職員人件費でございます。先ほどから御

説明ありましたとおり、令和４年６月の期末手当の減額及び令和

４年人事院勧告に基づく給与改定、また、職員の異動に伴いまし

て、給料、職員手当、共済費の減額補正を要求するものでござい

ます。 

本年度は当初４名の職員人件費を考えておりましたが、４月の

人事異動で１名減の３名になりました。その結果、補正内訳にあ

りますとおり、合計５１６万２,０００円の減額をお願いするも

のでございます。私からは以上でございます。 

 

議案第５５号についての説明が終わったところでございます。

今回、５つの課から補正が出されておりますが、ただいまの説明

について、どこからでも結構でございますので、何か御質疑等は

ございませんでしょうか。 

 

№３の中学校施設整備推進事業についてお尋ねします。 

図面を見ますと雨漏れの箇所が多数あるわけですけれども、現

在は、漏れはあるのでしょうか。 
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雨漏りは鉄骨を伝って雨が中に入り込んでいるようで、少ない

雨であればそういった雨漏りは発生していない状況でございます

ので、激しく降る前までに改修したいと考えております。 

 

今後ももしかしたら雨漏りが発生する可能性もあり、緊急性が

高いと思われますので、例えば、専決処分等で緊急の応急処置を

したりとか、そういった考えはないのでしょうか。 

 

実際に雨が降っているときに状況を確認しておりますが、その

後の雨漏りは確認されておらず、厳密にどこの場所から漏れてい

るのか特定できていない状況でございます。 

今までも屋根の１番上の部分に少し被せるなどの補修も行って

きているのですが、厳密に特定できておりません。 

ですから今後も引き続き場所の特定ができるよう、様子を見な

がら対応していきたいと考えているところでございます。 

 

修理の緊急性というところでございますけれども、この雨漏り

が梅雨時期の非常に激しい雨、豪雨の際にだけ雨漏りをするよう

な状況にございます。 

ですので、今回上程して議決をいただきましたら、来年の梅雨

までには工事が完了できることから、このタイミングで補正を上

程させていただいたという状況でございます。 

 

わかりました。もう１点ございます。№４、№５、№６につい

てですが、社会保険適用の拡大ということですが、今回の適用拡

大によりまして、加入を希望されない職員の方につきましては、

勤務条件の変更が必要ということですけれども、その結果、勤務

時間数が減ってしまうということも考えられるわけですが、その

ことによって配置等で支障をきたすことは考えられるのでしょう

か。 

 

御指摘のとおりで、例えば、№４の特別支援教育活動サポート

事業につきましては補正分が２１名で、残りの３１名につきまし

ては、令和４年１０月１日から報酬月額を８万８,０００円未満

に抑えるということで、これまで１日当たり６時間４５分働くこ

とができていたのが、５時間程度になるというような状況があり

ます。 

これについては、校長会で説明を行い、校長の理解をいただい

て、学校の中で工夫をしていただくということでお願いしている
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ところです。 

実際に勤務時間が減りますから、これまでサポートに付けてい

た時間が１時間減るということがありますが、なるべく子どもた

ちや事業等の運営に支障がないよう工夫いただいているところで

す。 

 

別冊１－２の№２２から№２５までについてお尋ねします。こ

れは法的に減ということでしょうか。それとも退職者が出たため

なのか。また今後、増ということはあるのでしょうか。 

もう１点、パトリアの駐車場は割と少ないですよね。第１、第

２駐車場を合わせて何台駐車可能なのかを教えてください。 

 

人件費につきましては、昨年度に特別職であれば０.１月分、

一般職であれば０.１５月分の減額となっております。それが令

和４年４月１日から施行ということで、令和４年度分の６月支給

分が０.１５月減額になりました。 

今年が人事院勧告などに基づきまして、逆に増額になります。

一般職でいえば、０.１５月を減額して、今回０.１月分増額にな

るという形になりますので、全体としては少し減額になります。

以上でございます。 

 

パトリアの駐車場の駐車可能台数でございますが、手元に資料

がありませんので、後ほどお知らせしたいと思います。 

 

イベント等で使わせていただくことが多くて、大ホールや小

ホールを使うときに、奥の駅側に御案内することが多くて、せっ

かくいい会場なのに駐車場が少ないねという意見もあったので、

もしかしたら広めに線を引いているところをもう少し台数を増や

せるような措置があるのかなと思ったところでした 

 

駐車可能台数を増やしてほしいという要望でございますけれど

も、駐車場の区画は基準で定められているものでございますの

で、持ち帰って確認してみたいと思いますが、おそらく増台は難

しいのではないかと思っております。 

 

№１５、№１６について質問です。スポーツ激励金は、最近大

会が増えたので増額するということですが、どういう大会に出れ

ばいくらとか、個人だったらいくら、団体だったらいくらとか内

規があるのですか。 
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教 育 長 

それから第２種公認更新事業というのは、どういうレベルとい

うか、どういう競技が第２種で使えるのかということを教えてい

ただきたい。 

 

激励金の基準と、陸上競技場の第２種の基準についての２点に

なります。 

 

激励金でございますが、スポーツ少年団や総合型スポーツクラ

ブの子どもたちが県大会に出場すれば、１人１,０００円、九州

大会の場合は５,０００円、全国大会が１万５,０００円、国際大

会が５万円となっております。 

それから陸上競技場の基準につきましては、日本陸連がこう

いった場合は１種、こういった場合は２種という基準を定めてお

りまして、日田市の場合はサブグラウンドがございませんので、

第２種になっております。陸上競技場でいろいろな競技が行われ

ますが、競技によって第２種になるということではございませ

ん。 

 

陸上競技場については、細かい基準みたいなものがあったよう

に思うのですが、資料があれば後ほどお願いします。 

 

戸山中学校の屋根の件で、新築したのは２０数年前かなと思い

ます。今回は改修の増額補正ということですが、ある程度の範囲

を葺き替えるという改修なのでしょうか。 

それから、天候が厳しいのはどこも一緒なので、おそらく他校

でも同じようなことがあっているのではと思うのですが、その状

況が分かれば教えてください。 

 

屋根などの学校施設の状況については、令和２年２月に策定い

たしました学校施設の長寿命化計画において、劣化状況等の評価

を行っております。 

悪いところは基本的にすぐ改修工事を実施したり、対応したり

してきたところで、今回の戸山中学校の屋根については、来年度

の当初予算で対応したいと元々考えていたところですが、その前

に雨漏りが発生してしまい、今回前倒しをして、梅雨時期前まで

に補修をしたいと考えたところでございます。改修は全面でござ

います。 

 

他の学校の状況はどうですか。 
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屋根の部分につきましては、他の学校で判定が低いというとこ

ろは今のところありません。 

 

大山文化センターのスロープは、以前も何か間違えませんでし

たか。私の記憶違いかも知れませんが、スロープの向きが違って

ニュースになったと思います。それからカーポートが３.５メー

トル必要だったということですが、何億という工事費の中で４０

万は小さな数字に見えるのですが、一般的に見ると高い金額なの

で、もう少し事前に対策ができなかったのでしょうか。 

 

御指摘のとおり、昨年に公民館の改修を行った際、点字ブロッ

クやそれに付随したスロープ等について、基準を満たしていない

ということがありました。 

センター側の第２期工事を行うにあたりまして、細心の注意を

払い進めていたところでありますが、結果としてこういった事態

になってしまい、本当に反省するところでございます。 

当事者の御意見等もいただきながら進めていこうとお話をさせ

ていただいたところでございますけれども、当事者の意見だけで

なく、工事担当と施主であります社会教育課とできちんと連携を

取りながら、身障者設備だけではないですが、今回、関わってい

ただいた別府市の自立支援センターというＮＰＯともコミュニ

ケーションを取りながら、今後は反省点を生かして施設整備に携

わっていきたいと思っております。 

 

先ほどの陸上競技場の件です。公認の陸上競技場になります

と、各大会の記録が日本陸上競技連盟の公認記録となります。 

１種と２種の違いですが、日本選手権や国民体育大会の日本陸

連が主催する全国規模及び国際大会が開催できる競技場が第１種

で、加盟する団体等が行う陸上競技の選手権や地方における主要

な大会が実施できる陸上競技場が第２種となります。 

 

先ほど荒川委員から御質問のありましたパトリアの駐車場のそ

れぞれの台数でございます。第１駐車場が５０台、第２駐車場が

６９台、それから駅北駐車場は１５０台となっております。以上

でございます。 

 

他にございませんか。議案第５５号につきましては、原案のと

おり可決してもよろしいでしょうか。（「はい」と呼ぶ者あり） 
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それでは議案第５５号 令和４年度日田市一般会計補正予算教

育費については原案のとおり可決されました。 

続きまして議案第５６号について説明をお願いします。 

 

議案第５６号 教育に関する事務の管理及び執行の状況につい

ての点検及び評価報告書についてでございます。議案集の２ペー

ジをお願いいたします。 

本案は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条に

基づき、本市教育委員会が取り組んでおります教育に関する事務

の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、その結果に

関する報告書を作成するものでございまして、この報告書は、議

会に提出するとともに、公表しなければならないとされておりま

す。 

報告書の作成から公表までのスケジュールにつきましては、６

月定例教育委員会において、今年度の報告書の作成から公表まで

の進め方を協議し、７月定例教育委員会で報告書の原案を決定す

る際に委員の方々からいただいた意見を踏まえ、追記や一部表現

の変更など、必要な修正を加えた後、８月２４日に外部評価員の

先生方へ説明会を開催いたしました。 

その際に外部評価員の先生方から個別に指摘のあった事項を含

め、再度全体を通して見直しを行い、外部評価員の先生方から評

価意見をいただいたところでございます。 

今後につきましては、本定例教育委員会において承認をいただ

けましたら、議会に提出するとともに公表を行う予定でございま

す。 

次に全体の評価の概要につきまして、別紙の総合評価総括表で

御説明をさせていただきます。この総合評価総括表につきまして

は、教育行政実施方針の柱である主な取組に沿って実施した各事

業の個別評価の評価点の平均値に基づき、主な取組の達成状況を

ＡからＤの評価ランクで表したものでございます。 

表の１番下の総合評価の評価ランクを御覧ください。評価単位

となります主な取組は、昨年と同数の５１項目でございます。 

また、新型コロナウイルス感染症の影響を受けた項目について

は、令和２年度対象の評価と同様に米印を付けております。 

総合評価をＡとしたものが、令和２年度の２７項目から３５項

目に増えております。そのうち、令和２年度の総合評価Ｂから令

和３年度にＡとなった項目が９項目、総合評価ＣからＡとなった

項目が２項目となっております。また、新型コロナウイルス感染

症の影響などにより、令和２年度の総合評価Ａから令和３年度に
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Ｂとなった項目が３項目となっております。 

次に別冊２と書かれた点検評価報告書の１２８ページをお願い

いたします。 

外部評価員の先生方からいただいた評価意見を受けて、まとめ

たものでございます。３段落目になりますが、教育委員会の運

営・活動につきましては、教育委員会開催前に行う教育委員によ

る勉強会の実施は、教育委員自身による教育委員会の活性化と日

田市教育行政の取組に対する強い意志が感じられる。総合教育会

議も２回開催され、市長と教育委員会の意思の疎通を図ろうとす

る姿勢が読み取れるとの評価をいただきました。 

事務事業の管理及び執行については、学校教育の充実・社会教

育の充実・文化芸術の振興の３分野全体において、令和２年度に

引き続くコロナ禍で総合評価Ａ項目が増え、Ｂ及びＣの評価項目

が減少している状況は、昨年度の問題点の克服に立った教育行政

施策展開の結果として評価すべきとの意見をいただきました。 

評価方法については、目標値が設定されていなかった項目の評

価の仕方が明確に示されるようになり、新型コロナウイルス感染

症流行以前の令和元年度と比較する基準を設けていることは、適

切な手法だと評価をいただきました。 

一方で、目標値の設定について検討すべきものがあることや、

指摘に対する取組状況、成果、課題などが評価の中できちんと整

理され簡潔に述べられることが必要であるとの御指摘をいただき

ました。 

また、点検評価が余りにも細部にわたり過ぎると、かえって日

田市教育行政実施方針に基づく点検評価という重要な視点が見失

われがちになり、日田市教育大綱及びそれに基づく日田市教育行

政実施方針が目指している施策展開をわかりやすく点検評価する

ことにつながりにくくなる可能性があるといった御意見もいただ

いております。 

そういったことを踏まえて、来年度は新たな日田市教育行政実

施方針を評価するタイミングでありますことから、報告書の内容

について整理検討を進めてまいります。 

報告書の説明につきましては、以上でございます。 

 

ただいま議案第５６号について説明がありました。 

これにつきまして何か御質疑等はございませんでしょうか。議

案第５６号については、原案のとおり可決してもよろしいでしょ

うか。（「はい」と呼ぶ者あり） 

それでは議案第５６号 教育に関する事務の管理及び執行の状



 17 

 

 

 

 

 

 

教 育 総 務 課 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教 育 長 

 

 

 

 

況についての点検及び評価報告書については原案のとおり可決さ

れました。議事は以上でございます。 

続きまして協議事項に入ります。 

まず、協議事項１ 教育長職務代理者の指名について説明をお

願いします。 

 

議案集の３ページをお願いいたします。 

協議事項１ 教育長職務代理者の指名についてでございます。 

教育長職務代理者につきましては、地方教育行政の組織及び運

営に関する法律第１３条第２項の規定により、教育長に事故があ

るとき、または教育長が欠けたときは、あらかじめ教育長が指名

する委員がその職務を行うこととされております。 

職務代理者の任期につきましては、教育長が別の職務代理者を

指名するまで、または教育長が新たに任命され、その教育長が新

たに職務代理者を指名するまでの期間となりますので、新たな指

名がない限り、継続して職務を担っていただくことになります。 

現在の教育長職務代理者であります木下委員につきましては、

令和３年１０月２５日から１年間職務代理者をお務めいただいて

おりますことから、改めて教育長職務代理者の指名を行うもので

ございます。 

教育長の職務を代理することにつきましては、具体的には教育

委員会会議の議事進行や対外的な行事への参加、そして事務執行

についても代理者の職務となります。しかしながら、非常勤であ

る教育委員が日常的に事務執行を行うことは非常に困難なことが

予想されます。 

そこで、職務代理者が行う職務のうち、具体的な事務執行など

を職務代理者が自ら事務局を指揮監督して行うことが困難な場合

には、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２５条第４項

に、教育委員会の事務局職員に委任できる旨がございますので、

職務代理者の申出により、具体的な事務の執行については、教育

次長に委任することとなります。 

それでは三笘教育長より、教育長職務代理者の指名をお願いい

たします。 

 

事務局より説明のありました職務代理者の指名を行いたいと思

います。 

私としましては教育委員としての実績や経験から木下委員を指

名させていただきたいと考えておりますが、木下委員よろしいで

しょうか。 
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お受けいたします。 

 

ありがとうございます。それでは、木下委員を職務代理者とし

て指名させていただきます。 

木下委員には就任に当たりまして御挨拶をお願いいたします。 

 

引き続き教育長職務代理者を仰せつかることになりました木下

でございます。 

先ほどから職務の内容について説明がございましたが、改めて

その重責を感じているところでございます。 

皆様方からの御助言等をいただきながら責務を果たしてまいり

たいと考えておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

ありがとうございました。それでは、どうぞよろしくお願いい

たします。 

続きまして協議事項２ 日田市民生委員推薦会委員の推薦につ

いて説明をお願いいたします。 

 

議案集の４ページをお願いいたします。 

日田市民生委員推薦会委員の推薦についてでございます。日田

市民生委員推薦会委員となっております三笘教育長の任期が本年

１１月３０日をもって満了しますことから、後任の委員の推薦に

つきまして、市長部局より１０月２４日付けで依頼を受けたとこ

ろでございます。 

５ページを御覧ください。根拠法令を掲載しておりますが、民

生委員法第５条第２項に規定しておりますとおり、都道府県知事

が民生委員の推薦を行うに当たっては、市町村に設置された民生

委員推薦会が推薦した者について行うとされており、同法第８条

第２項において、委員は当該市町村の区域の実情に通ずる者のう

ちから、市町村長が委嘱することとなっております。 

任期につきましては、民生委員法施行令第１条第２項の規定に

基づき、３年間となっておりまして、令和４年１２月１日から令

和７年１１月３０日まででございます。６ページに前任の委員名

簿を掲載しております。 

事務局といたしましては、三笘教育長の再任をお願いしたいと

考えております。私からは以上でございます。 

 

事務局としては私の再任をということでございますけれども、
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これについて何か御異議はございませんでしょうか。 

それでは、私が引き続き行うということでございますので、事

務局で推薦の手続をお願いいたします。 

次に報告事項について説明をお願いいたします。 

 

議案集の７ページをお願いいたします。 

報告第２５号 令和４年１０月期寄附採納についてでございま

す。 

地区寄附の採納が１団体１件でございまして、五反田病院 理

事長 五反田利幸様から若宮小学校へ１０万円の御寄附をいただ

いております。なお、五反田病院様からは、平成１３年より継続

して御寄附をいただいているところでございます。 

次に、一般寄附の採納が１団体１件でございまして、株式会社

九州コクボ様から、市内の小・中学校へロックアイスマイボトル

１８０ｇを９,２６４袋、７４万１,１２０円相当の御寄附をいた

だいております。ロックアイスマイボトルは、水筒に直接入れる

ことができる袋入りの小粒タイプの氷で、児童生徒の熱中症予防

を目的に、７月から１０月の間に各小中学校へ配布いただいたも

のでございます。なお、株式会社九州コクボ様からは、令和２年

より継続して御寄附をいただいているところでございます。 

１０月につきましては、以上２件、金額が１０万円、物品相当

額が７４万１,１２０円、合計８４万１,１２０円の御寄附をいた

だいております。 

報告第２５号につきましては以上でございます。 

 

報告第２５号 令和４年１０月期の寄附採納についての説明で

ございましたけれども、これについて何か御質問はございません

でしょうか。報告事項は以上です。 

その他について事務局よりありますか。 

 

次回の定例教育委員会の日程についてでございます。 

１２月期の定例教育委員会は、１２月２２日木曜日１３時３０

分から勉強会、１５時から定例教育委員会でお願いしたいと思い

ます。以上でございます。 

 

１２月の定例教育委員会は、１２月２２日木曜日１３時半から

勉強会、１５時から定例教育委員会ということでよろしいでしょ

うか。 

それではそのように決定をさせていただきたいと思います。 
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他に何かございませんでしょうか。 

ないようですので、以上をもちまして、１１月期の定例教育委

員会を閉会いたします。お疲れさまでございました。 

 

終了時刻：午後４時１６分 

 

 


